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NVIDIA RTX Spark（128GB）による 

知財業務向けローカル LLM構築 

― 検討すべき国産 LLM と注意事項（2026 年 10 月時点）― 

Claude Opus 5. 

2026 年 10 月 10 日 

凡例：本文中の上付き番号［n］は文末「参考文献」の番号に対応する。【確認済み】は一次情報または信頼できる情

報源で確認した事実、【分析】【推定】は本稿の分析・推計、【未確認】は確認できなかった事項を示す。参考文献の

うち URL を確認できなかったものには「※URL 未確認」と付記した。 

要旨 

最初に試すべきは、国立情報学研究所（NII）の「LLM-jp-4.1-33b-thinking」と、これを土台にした

ELYZA「ELYZA-Thinking-1.0-llm-jp-4-33b」である。いずれも国内フルスクラッチの基盤モデルで

Apache 2.0 ライセンス、128GB 機では FP8/Q8 で余裕をもって動作する[1,2]。大量文書の高速処理には

同系列の 32B-A3B（MoE）、難度の高い推論のクロスチェックには「GPT-OSS Swallow 120B」（海

外ベースの継続学習モデル）を組み合わせる構成を推奨する[3]。 

・ ハードウェア：「RTX Spark」は 2026 年 5 月 31 日に NVIDIA が発表した Windows（Arm）PC

向けのスーパーチップ／PC プラットフォームで、20 コア Grace CPU と 6,144 CUDA コアの

Blackwell RTX GPU を統合し、最大 128GB 統合メモリ、FP4 で 1PFLOP を備える。2026 年秋に

OEM 各社から発売される[4]。Linux（DGX OS）で動く開発機「DGX Spark」（GB10、

273GB/s）とは別製品である[5,6]。メモリ帯域は NVIDIA のポーティングガイドで 300GB/s と記

載され、生成速度はこの帯域で決まる[7,8]。 

・ モデル：主力は LLM-jp-4.1／ELYZA-Thinking（33B Dense・32B-A3B MoE、Apache 2.0、64K

コンテキスト）。補助として Qwen3／GPT-OSS Swallow（Apache 2.0、海外ベース）、

Stockmark-2-100B（MIT、フルスクラッチ。旧世代の Stockmark モデルは特許庁の特許文書で学

習済み）。PLaMo 3 の公開重みはベースモデルのみで独自ライセンス、tsuzumi 2 と PLaMo 3.0 

Prime は重み非公開、Rakuten AI 3.0（671B）は 128GB に載らない[9,10]。 

・ 注意：国産 LLM の特許タスクでの公開評価はほとんどない。採否は自社・自事務所の事件データ

での評価で決め、出力はすべて弁理士・専門家のレビューを前提とする。完全オフライン化（推
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論ソフトの通信遮断、safetensors 限定、ログ暗号化）と、ライセンス・顧客契約の確認を導入の

前提条件とする。 

主要な知見 

・ 【確認済み】RTX Spark は Blackwell RTX GPU（6,144 CUDA コア、第 5 世代 Tensor コア、

FP4）と 20 コア Grace CPU（MediaTek と共同設計）を NVLink-C2C で接続し、最大 128GB 統

合メモリを備えた Windows PC として発売される。NVIDIA は、120B パラメータの LLM を最大

100 万トークンのコンテキストでローカル実行できると説明している[4,11–13]。 

・ 【確認済み】LLM-jp-4.1（2026 年 9 月 28 日公開）は 8B／32B-A3B／33B の thinking モデル

で、全モデル Apache 2.0。改良点は STEM 性能の向上、ツール呼び出しへの新規対応、回答の簡

潔化であり、後継の LLM-jp-4.2 も開発中である[1,14]。 

・ 【確認済み】特許文書を事前学習に明示的に用いたと一次情報で確認できた国産オープンモデル

は、Stockmark（stockmark-13b：特許庁の特許文書 348 億トークン、stockmark-100b：375 億ト

ークン）のみであった[15,16]。 

・ 【分析】128GB 機のスイートスポットは、30B 前後の Dense（FP8/Q8）とアクティブ 3B 程度の

MoE である。100B 級 Dense は載るが遅く（理論上限でも毎秒数トークン）、日常業務には向か

ない[8,17]。 

・ 【分析】国産モデルの最大の利点は、知識性能そのものより「学習データの透明性・ライセンス

の明快さ・説明責任」にある。純粋な性能では、同規模の海外オープンモデル（Qwen3.5-27B、

Gemma 4 31B）が JMMLU や GPQA で上回る（ELYZA モデルカードの比較表）[2]。 

1．ハードウェアの確認 

1-1．製品像（RTX Spark と DGX Spark の違い） 

表 1 RTX Spark と DGX Spark の比較 

項目 RTX Spark DGX Spark 

位置づけ 

Windows PC 向けスーパーチップ。ノート・小型デスク
トップを OEM 各社が販売（ASUS、Dell、HP、
Lenovo、Microsoft Surface、MSI。Acer、GIGABYTE
が後続）[4] 

NVIDIA 製の小型 AI 開発機[5] 

チップ 「RTX Spark superchip」（型番 N1X は販売店表記・二
次情報[18]。GB10 と同一ダイかは公式には未確認） GB10 Grace Blackwell Superchip[5] 

CPU 20 コア Grace（Arm v9.2、Cortex-X925＋A725 各 5 コ
ア×2 クラスタ）＝ARM64[7,13] 20 コア Arm（X925×10＋A725×10）[19] 
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項目 RTX Spark DGX Spark 

GPU Blackwell RTX、6,144 CUDA コア、第 5 世代 Tensor コ
ア（FP4）[4] Blackwell、第 5 世代 Tensor コア（FP4）[5] 

メモリ 最大 128GB 統合 LPDDR5X、256bit、300GB/s[7] 128GB LPDDR5X、256bit、273GB/s[5,8] 

AI 性能 FP4 で最大 1PFLOP[4] FP4 で最大 1PFLOP（スパース時）[5] 

OS Windows 11（Arm） DGX OS（Linux ベース） 

発売 2026 年 5 月 31 日発表、2026 年秋発売[4] 2025 年発売済み 

 

・ 名称の注意：「RTX Spark」は実在する正式名称である。ただし「DGX Spark の Windows 版」と

いう説明は不正確である（OS・帯域・販売形態が異なる）。「600GB/s」という報道値は CPU–

GPU 間の NVLink-C2C 帯域でありメモリ帯域ではない。273GB/s は DGX Spark の値を流用した

ものである[6,20]。 

・ 【未確認】RTX Spark で動く Linux（ネイティブ／WSL2）での CUDA 動作、各 OEM 機の電

力・冷却設計（Surface RTX Spark Dev Box は 100W 枠とする二次情報あり[13]）。 

1-2．128GBで動かせる規模の目安【分析・推定】 

重みの必要メモリは、おおむね「パラメータ数×1 パラメータあたりのバイト数」（BF16＝2、

FP8/Q8＝約 1、NVFP4/Q4_K_M＝約 0.55〜0.6）で見積もれる。OS と常駐アプリで 10〜15GB 程度

を差し引き、実際に使えるのは約 100〜110GB と見込む[8,17]。 

表 2 量子化別の必要メモリと 128GB機での判断（推定） 

モデル規模 BF16 FP8/Q8 NVFP4/Q4 128GB機での判断 

8B 約 17GB 約 9GB 約 5GB 余裕。複数同時起動も可 

32B-A3B（MoE） 約 64GB 約 34GB 約 19GB 余裕。高速 

33B Dense 約 66GB 約 35GB 約 20GB FP8/Q8推奨（長文 KV の余地あり） 

120B（gpt-oss 系、
MXFP4） — — 約 63GB 前後 実用可（MoE のため速い） 

100B Dense（Stockmark-
2） 

約 200GB（不
可） 

約 100GB（ほぼ
限界） 約 55〜60GB Q4 なら可。ただし遅い 

671B MoE（Rakuten AI 
3.0） 不可 不可 約 380GB 超 不可 

 

・ KVキャッシュ（推定）：LLM-jp-4 33B（64 層）で GQA（KV ヘッド 8、ヘッド次元 128）と仮

定すると、FP16 で約 0.26MB/トークン、64K トークンで約 17GB となる。FP8/Q8 の重み（約

35GB）と合わせても 60GB 以内に収まる（KV ヘッド数はモデルカードで要確認）。 
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・ 生成速度（推定）：デコード速度の上限は「帯域÷1 トークンあたりに読み出す重みのバイト数」

で概算できる。300GB/s の場合、33B Dense Q8（約 35GB）で約 8 トークン/秒、Q4（約

20GB）で約 15 トークン/秒、32B-A3B MoE で数十トークン/秒が上限となる。 

・ 参考実測（DGX Spark、273GB/s）：gpt-oss-120b（MXFP4、llama.cpp）について、llama.cpp

の DGX Spark 性能スレッド（2025 年 10 月 14 日開始）内の利用者報告（2025 年 11 月 2 日、カ

ーネル更新後の Fedora 環境）では、生成 60.6 トークン/秒、32K コンテキスト時 40.6 トークン/

秒、プリフィル 1,956 トークン/秒が示されている[21]（NVIDIA 自身の公表値は 55.4 トークン/秒

とされるが、出典 URL は未確認）。Llama 3.1 70B FP8 では、デコード 2.7 トークン/秒、プリフ

ィル 803 トークン/秒（SGLang 使用）が報告されている[19]。いずれも RTX Spark（Windows）で

の実測ではない。 

・ 長文入力（プリフィル）は計算量で決まるため、Blackwell の演算性能が効く。それでも明細書全

文（数万トークン）を投入すると、最初の応答まで数十秒〜分単位かかる可能性がある（推

定）。 

1-3．推論ソフトの対応状況 

表 3 推論ソフトの対応状況 

ソフト 状況 区分 

llama.cpp（GGUF） NVIDIA が RTX/DGX 向けの最適化を公表。Windows ARM64 版は Clang
（clang-cl）でのビルドが必要[18,22,23] 確認済み 

Ollama／LM Studio NVIDIA が llama.cpp バックエンドの「最適化済みの簡単なアプリ」として
推奨。最適化は LM Studio・Ollama 経由でも提供[18,24,25] 

確認済み（Windows 
ARM64 ネイティブ
版の提供状況は導入
時に要確認） 

vLLM NVIDIA の案内では Linux が前提。Windows（RTX Spark）での直接利用
は未確認[24] 要注意 

CUDA CUDA Toolkit 13.4 developer preview が Windows 11 on ARM64 を初めて
対象化[23,26] 二次情報 

TensorRT-LLM／
NVIDIA NIM 

NVIDIA は RTX Spark に TensorRT を含むと説明[11]。TensorRT-LLM・
NIM の Windows ARM64 対応は未確認 未確認 

2．国産 LLM候補の比較 

2-1．重み公開モデル 

ローカル実行の前提となる「重み公開」モデルを中心に整理した。表中の「知財業務での適性」は本

稿の分析である。 
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表 4 国産 LLM候補（重み公開モデル）の比較 

モデル（最新版） 開発元 規模・構造 ベース出自 ライセンス 128GBでの実
行目安 

知財業務での適性
（分析） 

llm-jp-4.1-33b-
thinking
（2026/9/28）[1,27] 

NII LLMC 約 332 億・
Dense、64K 

フルスクラッチ
（約 11.7 兆トー
クン） 

Apache 2.0 FP8/Q8（約
35GB）推奨 

◎ 主力候補。学習
データ公開で説明
責任を果たしやす
い 

llm-jp-4.1-32b-
a3b-thinking[1] NII LLMC 

約 320 億・
MoE（アク
ティブ約
3B） 

フルスクラッチ Apache 2.0 Q8/BF16 も
可、高速 

○ 大量文書の一次
要約・分類向け 

llm-jp-4.1-8b-
thinking／LLM-jp-
4-VL 9B[1,28] 

NII LLMC 
約 86 億・
Dense／
VLM 約 9B 

フルスクラッチ Apache 2.0 余裕 
△ 補助（図面・画
像入り文書の試行
は VL） 

ELYZA-Thinking-
1.0-llm-jp-4-33b
（2026/10/2）[2,29] 

ELYZA 
33B 
Dense、推論
モデル 

llm-jp-4-33b-
base に中間学
習・事後学習 

Apache 2.0 

FP8/Q8 推奨。
コミュニティ
版 GGUF あり
[30] 

◎ 日本語の指示追
従・知識想起が強
い（M-IFEval-ja 
85.84、JFBench 
39.02、
JEMHopQA 
73.85） 

ELYZA-Thinking-
1.0-llm-jp-4-32b-
a3b[29] 

ELYZA 32B MoE llm-jp-4-32b-
a3b-base Apache 2.0 高速 ○ 

GPT-OSS 
Swallow 120B／
20B（2026/2/20）
[3] 

東京科学大
学・産総研 

120B／20B 
MoE、推論
型 

OpenAI gpt-oss
の継続学習 

Apache 2.0
（ベースの規
約も要確認） 

120B は約
60GB 台で実用
可 

○ 難しい推論・ク
レーム対比のセカ
ンドオピニオン。
英語タスク平均
0.804 

Qwen3 Swallow 8B
／30B-A3B／
32B[31] 

同上 
Dense／
MoE、推論
型 

Alibaba Qwen3
の継続学習 Apache 2.0 

余裕（GPTQ
版は繰り返し
生成の問題で
公開停止） 

○ 

Stockmark-2-
100B-Instruct[32] 

ストックマ
ーク 

約 960 億・
Dense 

フルスクラッチ
（約 2.0 兆トー
クン：英 60%・
日 30%・コード
10%） 

MIT 
Q4（約 55〜
60GB）で可、
遅い 

○ ビジネス・技術
文書。特許データ
使用の有無は公式
記載なし 

stockmark-13b／
stockmark-100b
（旧世代）[15,16] 

ストックマ
ーク 13B／100B 

フルスクラッ
チ。特許庁の特
許文書で事前学
習（13b：348
億、100b：375
億トークン） 

商用可（13b）
／要確認
（100b） 

可 
△ 特許用語への親
和性はあるが世代
が古い 
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モデル（最新版） 開発元 規模・構造 ベース出自 ライセンス 128GBでの実
行目安 

知財業務での適性
（分析） 

Stockmark-
DocReasoner-
Qwen2.5-VL-32B
（2026/4）[33] 

ストックマ
ーク 32B VLM Qwen2.5-VL ベ

ース 要確認 FP8 版あり 
○ 図表入り文書の
読解（公報 PDF・
図面の試行） 

PLaMo 3 NICT 
2604 31B Base
（2026/6）[34–37] 

PFN×NICT 

31B（120B
から蒸
留）、SWA
混合 

フルスクラッチ 

PLaMo 
Community 
License（商用
は PFN への登
録・連絡が必
要。PFN の責
任上限 500
円、業務利用
時は免責） 

可（非公式
GGUF あり） 

△ ベースモデル
（指示調整な
し）。チャット用
途にはそのまま使
えない 

plamo-2-
translate[38,39] PFN 翻訳特化 フルスクラッチ 

PLaMo 
Community 
License 

可 

○ 日英翻訳（商用
は申請が必要）。
plamo-3-translate
は HF 公開予定
（未公開） 

Sarashina2.2-
0.5B/1B/3B-
Instruct[40,41] 

SB Intuitions 小型 フルスクラッチ MIT 余裕 △ 前処理・分類な
ど軽作業 

Rakuten AI 3.0[10,42] 楽天 

671B MoE
（アクティ
ブ 37B）、
128K 

DeepSeek V3 ベ
ース（経緯は 4-
3 参照） 

Apache 2.0
（＋DeepSeek
の MIT 表示） 

不可 × 本機では対象外 

2-2．重み非公開（オンプレ／API提供のみ） 

・ tsuzumi 2（NTT）：30B、フルスクラッチ、1GPU で動作し、オンプレミス／プライベートクラ

ウド／Azure で提供される。重みの一般公開はなく、RTX Spark への自力導入はできない（NTT

との個別契約による提供形態は要相談）[43–45]。 

・ PLaMo 3.0 Prime（PFN）：2026 年 6 月 22 日に正式リリースされ、API・チャット経由で提供

されている。重みは非公開である[9]。 

・ cotomi（NEC）、Takane（富士通）、CyberAgent CALM、KARAKURI、ABEJA（ABEJA-

QwQ32b-Reasoning等）、Kotoba、Sakana AI：今回の調査では最新版の一次情報を確認でき

なかった【未確認】。候補とする場合は、各社公式ページで重み公開の有無・ベースモデル・ラ

イセンスを個別に確認する。 
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2-3．特許・知財分野での評価実績（確認できた範囲） 

・ Katsuki Chousa・Ryosuke Sugiura による「JAPAS: A Benchmark and Neural Approach for 

Japanese Patent Support Relation Extraction」（LREC 2026、pp.4188–4198）は、サポート要件

（請求項と明細書記載の対応関係）の検証を対象に、日本の特許について 2,000 件超の事例を人

手で注釈した初の公開ベンチマークである。最高値はファインチューニングした Qwen3-14B の

F1 0.50 で、国産モデルの結果は示されていない[46]。 

・ 特許庁委託の調査報告書「特許情報の機械翻訳における大規模言語モデルの利用可能性に関する

調査報告書」（日本特許情報機構、2026 年 3 月 19 日）がある（数値は本稿では未抽出）[47]。 

・ 弁理士試験を用いた学術的ベンチマークは見つからなかった（個人ブログの試行のみで、参考程

度）。 

3．知財業務向けの推奨構成 

3-1．用途別のおすすめ【分析】 

表 5 用途別のおすすめモデルと運用のポイント 

用途 第一候補 補助・比較用 運用のポイント 

長文明細書の要約 llm-jp-4.1-33b-thinking
（Q8） 32B-A3B（大量処理） 

64K を超える文書は章ごとに分割して要約
→統合。「段落番号付き引用」を必須にす
る 

クレーム対比・構成要
件分説 

ELYZA-Thinking-1.0-llm-
jp-4-33b 

GPT-OSS Swallow 
120B 

2 モデルの結果が食い違う箇所を人間が重
点確認する「クロスチェック運用」 

拒絶理由・意見書の検
討補助 llm-jp-4.1-33b-thinking GPT-OSS Swallow 

120B 
審査基準・判例は RAG で最新版を与える
（モデルの知識に頼らない） 

日英翻訳（明細書・引
用文献） 

plamo-2-translate（商用申
請後） LLM-jp-4.1／Swallow 訳語統一のための用語集をプロンプトに常

時注入 

先行技術調査・FTO・
無効資料の補助 RAG＋32B-A3B 33B で最終判定補助 検索式・分類（FI/CPC）の提案と、スク

リーニングの一次判定に限定する 

IP ランドスケープ 32B-A3B（大量分類） 33B（考察） 集計そのものは表計算・BI で行い、LLM
はラベリングと解釈に使う 

発明提案書・社内文書
の整理 ELYZA-Thinking 33B 8B（定型処理） 社内テンプレートを few-shot で与える 

3-2．RAG・埋め込み（国産） 

・ Ruri v3（名古屋大学）：30M〜310M、最大入力 8,192 トークン、JMTEB 平均 75.85（310m）。

軽量で CPU でも動くため第一候補である（ライセンスは HF で要確認）[48–50]。 
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・ sarashina-embedding-v2-1b（SB Intuitions）：JMTEB 平均 76.38 と高性能だが、「Sarashina 

Model NonCommercial License」のため顧客業務には使えない。Sarashina3 embedding（78.22）

は API 提供のため、オフライン用途の対象外である[48,51]。 

・ 構成例【分析】：Ollama／LM Studio（または llama-server）をローカル API として立て、Ruri 

v3 で公報・社内 DB をベクトル化する。ローカルのベクトル DB で検索し、33B モデルで回答を

生成する。回答には必ず「公報番号・段落番号」を返させる。 

3-3．国産と海外オープンモデルの位置づけ【分析】 

・ 国産を選ぶ理由：学習データとコーパスの公開（LLM-jp）、Apache 2.0／MIT のシンプルな条

件、日本語の指示追従、顧客・社内への説明のしやすさ（データ主権・経済安保の観点）。 

・ 国産を選ばない（または併用する）理由：知識・数学・コードでは同規模の海外モデルが上回

る。ELYZA モデルカードの比較表では、JMMLU が ELYZA-Thinking 33B の 84.69 に対し

Qwen3.5-27B が 90.11、Gemma 4 31B が 90.17、GPQA（ja）が 60.97 に対し 79.07／79.69 であ

る[2]。 

・ 結論：「国産フルスクラッチ（LLM-jp 系）を主力とし、海外ベースの国産継続学習モデル

（Swallow）または海外モデルを検証用に併用する」構成が、説明責任と精度を両立する現実的な

選択である。 

4．注意事項 

4-1．ライセンス・規約 

・ 継続学習モデルは、ベースモデルの規約も引き継ぐ前提で確認する（Qwen3→Apache 2.0、gpt-

oss→Apache 2.0＋OpenAI の利用ポリシー、DeepSeek V3→MIT 表示）[3,10,31]。Apache 2.0 で

は、再配布時にライセンス文・NOTICE の同梱が必要である。 

・ PLaMo Community License は、商用利用に PFN への登録・連絡が必要で、業務利用時の PFN 免

責規定がある。社内利用も商用扱いになるとの指摘（二次情報）もあるため、顧客業務で使う前

に PFN への確認を推奨する[35–37,39]。 

・ Sarashina の埋め込みモデル・TTS は非商用ライセンスである。同じシリーズでもモデルごとにラ

イセンスが分かれている（MIT と非商用）[41,52]。 

・ 出力を別モデルの学習に再利用する場合、学習データ生成に使った上流モデルの規約が問題とな

り得る（法的評価は定まっていない）。 
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・ GGUF の多くは非公式のコミュニティ変換である（mmnga-o、nori-sdc 等）。元のライセンスが

そのまま適用されるうえ、変換品質の保証はない[30,36,53]。 

4-2．情報セキュリティ 

・ 完全オフライン化：モデル取得後はネットワークを物理的または論理的に遮断する。Ollama、LM 

Studio、OpenShell、Windows のテレメトリ・自動更新・モデル自動取得を無効化し、ファイアウ

ォールで外向き通信を拒否する。 

・ 真正性：取得元は Hugging Face の公式組織（llm-jp、elyza、tokyotech-llm、stockmark、pfnet、

sbintuitions 等）に限り、ハッシュを記録する。手元で量子化できる場合は公式の safetensors から

自分で変換する。 

・ ファイル形式：pickle 形式（.bin／.pt）は任意コード実行のリスクがあるため使わず、safetensors

または GGUF に限定する。trust_remote_code を要求するモデル（PLaMo、ELYZA の vLLM プ

ラグイン等）は、コードを確認してから実行する。 

・ ログ管理：プロンプトと出力には未公開発明が含まれる。チャット履歴・キャッシュの保存場所

を把握し、BitLocker 等で暗号化したうえで、保存期間と削除手順を定める。 

4-3．「国産」の定義 

・ 「国産」には、フルスクラッチ（LLM-jp、PLaMo、Stockmark-2、tsuzumi 2、Sarashina）と、海

外ベースの継続学習（Swallow、Rakuten AI 3.0、Stockmark-DocReasoner）が混在する。Rakuten 

AI 3.0 は、2026 年 3 月 19 日の ITmedia 取材にはベースモデルを「非開示」としたが、3 月 27 日

に楽天広報が DeepSeek のオープンモデルを採用したと回答し、当初明示しなかったことが問題

視された[42]。 

・ ELYZA についても、ITmedia AI+が 2026 年 10 月 2 日の記事で用いた「完全国産」の見出し・本

文を同日中に修正しており、ELYZA は日本語訳のニュアンスが想定と異なったと説明している
[54]。「完全国産基盤」という表現が指す範囲については解説記事もある[29]。顧客に「国産」と説

明する際は、「事前学習の出自」まで明示する。 

・ 経済安保・データ主権の観点で本当に重要なのは「重みを手元で動かし、データが外に出ないこ

と」であり、ローカル運用ならベースモデルの国籍によるリスクは限定的である（分析）。ただ

し、取引先の調達規程が「国産」を要件にしている場合は定義の確認が必要である。 
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4-4．精度・品質 

・ ハルシネーション（存在しない公報番号・段落・判例の捏造）、クレーム解釈や均等論・進歩性

判断の誤りが起こり得る。モデルは最新の法改正・審査基準・判例を知らない（知識は学習時点

で止まっている）。 

・ 長文では性能が落ちる。64K コンテキストに収まっていても、中盤の記載を見落とす可能性があ

る。分割処理と原文の引用を義務付ける。 

・ 量子化（特に Q4 以下・GPTQ）で品質が落ちる場合がある。Swallow では、GPTQ 版が繰り返

し生成の問題で公開停止となった[31]。重要な判断には FP8/Q8 以上を使う。 

・ 最終判断は必ず弁理士・専門家がレビューし、LLM の出力は「下書き・論点抽出」と位置付け

る。 

4-5．弁理士法・守秘義務・契約（推測を含む） 

・ 弁理士には秘密保持義務がある（弁理士法 30 条）。ローカル運用は外部送信リスクを下げるが、

端末の紛失・共有やログ管理の不備は依然として漏えいの原因になる（本稿では条文本文を再確

認していない）。 

・ 顧客との秘密保持契約・業務委託契約に「生成 AI の利用」「第三者ツールの利用」の制限条項が

ないかを確認し、必要なら利用の明示と同意を得る（推測）。 

・ 弁理士資格を持たない者が、他人の求めに応じ報酬を得て特許の鑑定・意見書作成等を業として

行うと、弁理士法上の業務制限（75 条）に抵触するおそれがある。LLM を使っても線引きは変わ

らないと考えるのが安全である（法的評価は個別判断。推測）。 

4-6．ハードウェア面 

・ 300GB/s のメモリ帯域が速度の上限となる。100B 級 Dense や長文の多並列処理は遅くなる
[7,8,55]。 

・ Windows on Arm では、x86 前提の Python ライブラリ・CUDA 拡張が動かない場合がある。

vLLM は Linux 前提である[12,24]。初期のドライバは成熟度が低いとの報告もある（二次情報）
[6]。 

・ 薄型ノートでは、長時間の推論で発熱・サーマルスロットリングが起き、速度が低下するおそれ

がある。常時稼働させるなら小型デスクトップ型（例：ASUS ProArt GR1X）が有利と考える（推

定）。 
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5．未確認事項・留意点 

・ RTX Spark の最終仕様（OEM 機ごとのメモリ速度・電力）、および搭載チップと GB10 の同一性

は未確認である。300GB/s は NVIDIA Porting Guide v0.1.0 の記載値である[7]。 

・ LLM-jp-4.1 の各ベンチマーク値は ELYZA モデルカードの比較表に基づく（LLMC 自身のスコア

一覧は今回取得していない）[2]。GPT-OSS Swallow 120B の日本語タスク平均 0.642、日本語

MT-Bench 0.916（Swallow チームがこれまで評価した全 LLM で最高タイ。GPT-5.1 Thinking は

0.897）、英語平均 0.804 は、Swallow LLM 公式ページで確認済みである[3]。 

・ Ruri v3 のライセンス、Stockmark-2 における特許データ使用の有無、stockmark-100b のライセン

ス、Sarashina3 mini/nano の重み公開状況、cotomi・Takane・CALM・KARAKURI・Kotoba・

Sakana AI の最新版は未確認である。 

・ RTX Spark 上の推論速度は実測値ではなく、帯域からの推定と DGX Spark での第三者実測値に基

づく。導入前に、実機で自社・自事務所の事件データを使ったベンチマーク（要約の正確性、引

用の正確性、処理時間）を行うことを強く推奨する。 
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